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本冊子には以下の内容が掲載されています。

○ インスリン製剤一覧

インスリンポンプ、CGM（持続血糖測定器）、isCGM(間歇スキャン式持続血糖測定器)、
血糖測定器一覧

○

メーカー別に名称、外観写真、主な仕様について示しています。

「インスリン治療に関係する製剤・機器等一覧」冊子について 

本冊子には、インスリン補充療法に欠かせない、インスリン製剤とその注入機器類、そして血糖自己測定
や持続的な血糖モニタリングの機器類の一覧を掲載しています。 
日本 IDDM ネットワークでは、このような情報は大きく2つの点で重要だと考えています。 
1 点目は、インスリン製剤、医療機器にもたくさんの種類・選択肢があることを知ることです。それぞれ

の医療機関ごとに処方可能な製剤や医療機器には制限があるかとは思いますが、主治医や医療機関との
相談の中でより適切な治療法を検討、選択するためには選択肢を理解・把握することが有用です。 
2 点目は、私たち日本 IDDM ネットワークの創立の原点でもある災害時対応のためです。地震・洪水な

どの大きな自然災害はいつ起こってもおかしくありません。そしてそのようなときこそインスリン製剤や血
糖測定機器、注射針、血糖チップなどの消耗品類の確保とインスリンの補充が大切です。また同時に、ご自
身の使用しているものとは異なる同類他社のインスリンしか入手できない場合があることも理解し、把握
しておくことが重要となります。もしあなたが避難所で暮らすことになり、自分が普段使用しているインスリン
が手に入らない場合でも、例えば同じ超速効型インスリンであれば、他のメーカーの製剤を代替として使
用することができるかもしれません。このように、ご自身の使っている製剤や機器類をこの一覧の中でしっ
かり認識しておけば、インスリン製剤の入手や供給された製剤の使用可否の判断などに重要な情報にな
るものと信じております。ぜひ本冊子を災害時用の準備物の中に入れて保管してください。 

具体的なインスリン製剤の作用時間、注入機器や血糖測定機器類の機能・使用法については、日本
IDDMネットワーク発行の別冊子「1型糖尿病とその治療について最初に知ってもらいたいこと」または
「インスリン治療について知りたい2型糖尿病患者さんへ」をご参照ください。 （使用できる製剤・機器類は、
1型糖尿病と2型糖尿病で異なるものもありますのでご注意ください）

なお、本冊子に掲載の機器類の情報は2022年5月末時点の「糖尿病リソースガイド」（http://dm-rg.net/）を
出典としており、原則同サイトでの表記をそのまま掲載しています。最新情報や機器仕様の詳細については、
出典元や各社メーカーのウェブサイト等を適宜ご確認ください。 

メーカー別にインスリンの作用時間による種類（超速効型、速効型、中間型、持効型など）や製剤形態
（カートリッジ製剤、プレフィルド製剤、バイアル製剤）などで区分し、名称、外観写真を示しています。 



22



33



44



55



66



77



88



99



10



11


